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B10a すばる望遠鏡による z = 2.39クラスター天体の近赤外分光観測
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z = 2.39 の電波銀河 53W002の周囲にはそれとほぼ同じ赤方偏移の数多くの Lyα輝線天体が存在しているこ
とがこれまでに確認されている (Pascarelle et al. 1996, Pascarelle et al. 1998)。
われわれはこれらの天体の詳しい性質を調べる目的で、53W002本体とその周囲の Lyα輝線天体 2天体の近赤
外分光観測を行った。観測はすばる望遠鏡を用い、1999年 5月にCISCOで 4800秒のKバンドグリズム分光を、
2000年 5月にOHS+CISCOで最大 8000秒の J,Hバンド分光を行った。
これらの天体はいずれもH, Kバンド等級が19–20等という暗い天体であったが、[OII]λ3727, Hβλ4861, [OIII]λ4959,

5007, Hα+ [NII]λ6563, 6548, 6583, [SII]λ6716, 6731の輝線や連続光成分を検出することに成功した。本発表では
スペクトルから分ったこれらの輝線天体の性質について議論する。


